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２０１８年５月２６日発行 
 

第 ６３ 号 （通巻２４７号） 
 

ＪＲ東日本労働組合新潟地方本部 
発行者：星山 圭 編集者：教育・広報部 

 ＪＲ東日本労働組合は、５月２１日に「２０１８年度 夏季手当に関する申し入れ」を会社に

行いました。２０１１年に発生した未曾有の東日本大震災からの復興、少子化に伴う生産年齢

人口の減少や地方経済の活力減退など、社会構造が大きく変化している環境下にあります。 

 しかし、そのような中でも６期連続の増収や当期純利益が過去最高になるなど、私たちＪＲ

労働者の日々の努力により好調な会社業績をつくり出しています。このような好調な会社の業

績からすれば、夏季手当の満額回答は余り有ることではないでしょうか？ 
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